






要約

生後 6力月に施行されている、大阪府の事業である神経芽細胞腫マス・スクリーニンダ用

の直接採尿検体を共用して、ムコ多糖症のマス・スクリーニングが可能かどうかの検討の

ため、1994 年 12 月より大阪府北部の 3 保健所、1 支所で本研究の同意書を配布した。こ

のパイロットスタデイに同意した 6力月から 1歳未満の乳児 2220 人から原尿検体を得た。

同意率は神経芽細胞腫のスクリーニンダ同意者の 57.8%であった。マイクロプレート法に

よるジメチルメチレンブルーを用いて測定した MPS のクレアチニン比は平均 191.4 mg/g

クレアチニン、標準偏差 100.6 m9/g クレアチニンであった。測定値の上限カットオフ値

を 400 mg/g クレアチニンにしたところ、平均+2 S D に一致した。再検となった 17 検体

中返送された 13 検体のうち、1 検体のみが再々検となったが、外来受診時の採尿パック

での採取尿は正常値を示し、保存状態や採取方法で異常値を取ることが考えられた。当科

で経過観察している 4 歳の MPS1H-S と考えられる児では、この方法での測定値は 200mg/g

クレアチニン以下であった。この方法にてすべてのタイプのムコ多糖症患児が診断できる

かどうかは疑問と考えられる。


